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小学校家庭科における生活を創意工夫する能力を育てる指導法に関する研究 

－｢生活に役立つ物の製作｣の指導を通して－ 

                              

 

 

                          広島市立千田小学校教諭  藤 田 美 和 子                    

 

Ⅰ 問題の所在 

 

 児童は，日常生活の中で家の手伝いや仕事を体験

することが少なくなってきている。さらに，家庭生

活を無意識に過ごしがちで，生活の課題に気付くこ

とが少ないように感じられる。このような状況で，

児童が家族の一員として，生活をよりよくしようと

する意欲や態度を身に付けていくことは難しい。 

 これまでの実践では，家庭科のねらいである実践

的な態度の育成を目指して指導を行ってきた。しか

し，自らの手で作る喜びを味わうことができる調理

実習や被服製作には興味・関心を示すが，教師から

指示されたとおりに調理したり製作したりすること

で満足してしまっている児童が多い。その理由とし

て，自分の生活に役立てたいという思いや願いをも

たせたり，自ら考え工夫して取り組ませたりする活

動が十分になされていなかったことが挙げられる。 

 これらのことから，生活の中から課題を見付け，

その解決のために自分なりに工夫する能力を育てる

ことによって，実践的な態度につながる学習を展開

する必要があると考える。 

 そこで，本研究では，「生活に役立つ物の製作」

の指導を通して，生活を創意工夫する能力を育てる

ことを目指した学習活動や教師の支援を工夫し，そ

の有効性について探ることとした。 

 

Ⅱ 研究の方法 

 

 生活を創意工夫する能力に関する文献研究をもと

にして，｢生活に役立つ物の製作｣の指導計画を作成

する。そして授業実践を行い，生活を創意工夫する

能力にかかわる児童の変容を分析・考察する。 

Ⅲ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

?  ｢生活を創意工夫する能力｣について 

 評価の観点の一つである｢生活を創意工夫する能

力｣の趣旨は，｢家庭生活について見直し，身近な生

活の課題を見付け，その解決を目指して考え自分な

りに工夫する。｣となっている。このことから，生活

を創意工夫する能力とは，家庭生活を自分なりに少

しでもよくするために思考・判断したり，行動した

りする能力であるととらえることができる。 

?  ｢生活を創意工夫する能力｣が育つ学習過程 

 児童は何もかも用意された生活に不便さや技能の

必要感を感じにくくなっている。また，衣食住に関

する技能的なことも，機械化され，自らの手でじっ

くり取り組むことも少なくなっている。このような

状況から家庭生活を自分なりに少しでもよくするた

めに思考･判断したり，行動したりする能力を意図的

に育てる必要があると考える。そこで，生活を創意

工夫する能力を育てることを目指した学習の構造に

ついて，図 1 のようにまとめてみた。 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

図１ 生活を創意工夫する能力が育つ学習構造 

生活を創意工
夫する能力 

基礎的な知識や技能

 学び合いの場 学ぶ必要感 

児童の思いや願いに応
じた多様な活動 

 家庭生活とのかかわり 

 教師の支援と評価 
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 児童一人一人に学ぶ必要感をもたせ，課題を解決

させるために必要な基礎的な知識や技能を身に付け

させることができるよう，教師は支援していく必要

がある。また，ともに学び合える場を設定したり，

児童の思いや願いに応じた多様な活動を仕組んだり

していくことで，児童は自分の課題の解決を目指し

て創意工夫していくと考える。また，学習指導要領

では家庭生活に関心をもたせることが重視されてお

り，生活を見つめ直させることにより，自分なりの

課題を見つけさせる必要がある。常に家庭での自分

とのかかわりをもたせ，身に付いた能力が家庭生活

に生かされていくことが大切である。 

２  実践授業の指導計画の作成と実施 

(1) 題材について 

ア 題材  布を使って作ろう 

イ ねらい  
〇 生活に役立つ物を布を用いて製作することに，関心をもち，製作物を 
 具体的に構想し，製作計画を立てることができる。 
〇 目的に応じた簡単な縫い方を考えたり，自分なりに工夫したりするこ 
 とができる。 
〇 製作する楽しさや，活用する喜びを味わうことができる。 

(2) 指導計画の作成において工夫したこと 

ア 問題解決的な学習段階 

 児童自らが考え，工夫し，思考・判断し，行動し

ていくためには，問題解決的な学習を仕組む必要が

ある。そこで，課題を「つかむ」段階，課題を解決

する方法を「考える」段階，考えた方法で「やって

みる」段階，学んだことを家庭生活に「生かす」段

階を考えた。 

イ 教師の支援と評価の工夫 

 以下に示すとおり，支援と評価を考えた。 

① 学ぶ必要感をもたせる工夫（? ） 

 児童が生活を見つめ，生活の課題に気付くことが

できるように体験的な活動を行う。 

② 基礎的な知識や技能の習得（? ） 

 基礎的な知識や技能の習得を目指して学習できる

ようにワークシートや学習形態などを工夫する。 

③ 多様な活動の設定（? ） 

 児童の考え，思い，願いを共感的に受け止め，課 

題を解決していく方法を多様に設定する。 

④ 学び合いの場の設定（? ） 

 自分のよさや友達が工夫しているところに気付く

ことができるように学び合いの場を設定する。製作

時のグループは，製作物が似た者同士で編成する。 

⑤ 評価の工夫（? ） 

 個に応じた適切なアドバイスやアイデアに対する 

賞賛や他の児童への紹介などの評価を行う。また， 

児童が｢工夫している｣場面は多々あるので，見逃さ

ないように，評価を計画的に行う。授業では，本時

のねらいに対する評価場面を設定し，児童を見取る

活動を効率よく行うようにする。 

?  指導計画の作成と実施 

 これまでの研究を踏まえ，指導計画を表１のとお

り全 12 時間で作成した。 

 

       表１ 指導計画 
段
階 

時 学 習 活 動 評価の観点 
(生活を創意工夫する能力) 

   教 師 の 支 援 

 
つ 
か 
む 

 
１ 
・ 
２ 

生活を見つめよう 
・ロールプレイングで生活の一場面
を再現し，気付いたことを話し合う。 
・生活に役立つ物を生活の中から
見 付 け，その便利さや機能性を話
し合う。 
・自分の生活を見つめ，生活を工
夫したり，よりよくしたりすることがで
きないかを考える。 

・家庭生活には，創意工夫して生活を
豊かにするものがあることに気付く。 
・生活の場面や使う目的に応じて物の
材質や機能を使い分けていることに気
付く。 
・自分の生活の中で，工夫したり，よりよ
くしたりすることを考えることができる。 
 

・様々な生活のしかたに気付かせ，生
活に役立つ物を意識させ る。  ?  
・体験的な活動を取り入れ，生活に役
立 つ 物 を 使 っ て ， 生 活 を 便 利 に し た
り，楽しい雰囲気をつくったりしたいと
いう願いをもたせるようにする。  ?  
・自分の生活を振り返ることができるよ
うなワークシートを用意する。   ?  

１ 
・ 
２ 

ミシンを使ってみよ
う 
・ミシンの使い方を調べる。 
・ミシンの基礎的な技能を習得する。 

・ミシンを正しく，安全に扱うことを考えて
いる。 

・ミシンの基礎的な技能が確実に身に
付いたことが分かるようなワークシート
を用意する。            ?  

 
３ 
・ 
４ 

布を使って作る物を考えよ
う 
・参考作品を見て，布で作る意義
や作り方を考える。 
・布を用いて製作する物を考える。 
・試し作りや調べ学習を通して，形
や大きさを考える。 

・作りたい物を試しに作ってみたり，段
階標本で作り方を調べたりすることがで
きる。 
・使う目的に応じた形や大きさを考え，
工夫することができる。 

・参考作品から，布の製作に関する基
礎的な知識に気付かせる。    ?  
・作りたい物のイメージが膨らむように
標本や掲示を工夫する。     ?  
・多様な試し学習ができるよう，材料や
方法を工夫する。          ?  

 
 
 
考 
 
え 
 
る 
 

５ 
・ 
６ 

製作計画を立てよう 
･製作のめあてをもつ。 
･縫う手順や製作方法を考える。 
・自分なりの工夫をする。 

・作りたい物を具体的に構想することが
できる。 
・製作計画を考える際，自分なりの工夫
を取り入れることができる。 

・ 製 作 計 画 表 を 工 夫 し ， 自 分 の 課 題
や 縫 い 方 の 工 夫 を 記 録 し な が ら学 習
を進めることができるようにする。  ?   
・工夫を認め，製作意欲を高める。?  

や
っ
て
み
る 

１ 
・ 
２ 
・ 
３ 

製作しよう 
・布にしるしをつけ，裁断する。 
・目的に応じて縫い方を工夫する。 
・時間内にできるよう時間配分を考
えて製作をする。 

・手縫いやミシン縫いを取り入れて，製
作することができる。 
・縫う箇所に応じた縫い方を考え，工夫
することができる。 

・基礎的な技 能 を 主 体 的 に 学 習 で き
るよう掲示を工夫する。       ?  
・児童同士が互いに教えあえるように
学習形態を工夫する。    ?  ・?  
・技能のつまずきがある児童には
個別に支援する。      ?  

 
生
か
す 

 
１ 

作品発表会をしよう 
・ 一 人 一 人 の 作 品 を 発 表 し 合 い ，
自分のよさや友達が工夫していると
ころに気付く。 
・自分の学習を振り返り，生活に活
用する意欲をもつ。 

・製作した物をどのように工夫したかを
発表できる。 
・友達が工夫したところに気付くことがで
きる。 

・友達との交流を通して，自分のよさを
友達に認められる満足感をもたせ，互
いの成長を喜び合うような 場 を 設 定 す
る。                ? ・ ?  

  

 授業実践は，広島市立Ａ小学校５年Ｂ組 33 名を対
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象に平成13年11月から平成14年1月にかけて実施した。 

３ 授業実践の結果の分析・考察 

 授業実践は，学級全体の活動とグループ活動を組

み合わせて行った。｢考える｣段階の第３時からは，

製作物が似ている者同士で，五つのグループを編成

した。各グループの人数と製作物を表２に示す。 

 児童の活動の様子・つぶやき・振り返りカードの

記述等から，生活を創意工夫する能力がどのように

育っているか，またそれぞれの場面で学習活動の工

夫や教師の支援や評価がどのように有効であったか

を分析･考察することにした。 

表２ グループ構成と製作物 

 

?  ｢つかむ｣段階の分析・考察 

  ｢つかむ｣段階では，学級全体の活動だったので，

表３のとおり学級全体について分析・考察した。 

 
    

 表３ ｢つかむ｣段階(学級全体)  凡例：｢  ｣ つぶやき,『  』記述，下線部 教師の支援に関する考察            

 
  生活を再現した劇を演じたり見たりする体験的な  庭生活を改めて見つめ直し，自分なりの課題をもつ 

 活動を通して，様々な生活のしかたに気付かせるこ  ことができた。 

 とはできた。しかし，自分自身はどんな生活をして   以上のことから，「つかむ」段階で，生活場面を 

 いるのか，どんなものを使って生活をしているのか  想起させたり家庭生活への関心をもたせたりする体 

 を考えさせることは十分にできなかった。このこと  験的な活動を行ったことは有効であったと考える。 

 から，児童は，自分の生活を改めて見つめ直すとい  ?  「考える」｢やってみる」段階の分析･考察 

 う経験が少ないので，自分自身を振り返ることがで   ｢考える｣｢やってみる｣段階は，グループ活動が主 

 きにくいように思われる。             だったので，巾着グループの中からＡ児とＢ児を取 

  そこで，実際に生活で使われている物を見たり触  り上げ，表４のとおり分析・考察した。Ａ児は自分 

 ったりする体験的な活動を行い，家庭生活には創意  から進んで考えたり工夫したりすることができる。 

編成したグループ 人数 具体的な製作する物 
手さげ・かばん  5人 裁縫道具袋・ショルダーバック・手さげ 
巾着 4人 弁当包み・野球のミット入れ・ティッシュケースカ

バー・ポケットつき手さげ 
クッション    7人 正方形型クッション・長方形型クッション 
ナップザック   10人 ポケットつきナップザック・ふたつきナップザック 

ウォールポケット  7人 ゲームのカセット入れ・新聞入れ・プリント入れ 

※ナップザックグループは，作業時に２グループに分かれた。                                                                                                                

段階 時 児童の活動の様子・つぶやき・記述 等 分析・考察 支援 

 

 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 

 

 

 

 

 

 

１

･ 

２

時

 

①生活を再現した劇では，立候補した児童が役割演技を
した。見ている児童たちは身を乗り出すようにして見て
いた。 
②｢うちは，手作りするところと，そうでないところと
半々ぐらいかな。｣ 
③生活の部屋で，六つのコーナーを設け，生活でよく使
われている物を展示し，それらを見たり触ったりする体
験的活動を行った。 
④『はじめてみたものがいっぱいありました。』 
⑤『べんりなものがたくさんたーくさんあった。こんな
ものがそろえば楽ちんです。』 
⑥『生活に役立つ物は私たちの近くにいっぱいあるなあ
と思いました。』 
⑦『工夫したこととか今まで考えたことがなかったけど
今日見つけてみると，いろいろなことがあるんだなあと
思い，分かりました。』 
⑧『自分の生活を見直したいです。生活に役立つ物を自
分の家や部屋などでさがしたいです。』 
⑨｢私の家ではティッシュケースを箱のままでおいてい
るけど，カバーがあったら，ほこりがつかなくていい。｣ 
⑩｢私は透明なウォールポケットがあったらいい。中身
が見えるので，何が入っているかすぐわかるから。｣ 
⑪ぼくはナップザックがあったらいい。せおうんだった
ら自転車に乗るとき便利だから。｣ 

①のように生活を見つめるきっかけ作りに，二人の登場人物の持
ち物に注目させ，生活のスタイルの違いに気付かせようとしたこ
とは有効であった。役割演技をした児童が生き生きと演じたので，
大変楽しい雰囲気で授業が始められた。②は劇を見た後のつぶや
きである。生活の中には，いろいろな物があるが，手作りしたり
買ってきた物を利用したりしていることに気付いたようだ。しか
し，どんな物があるかと問うと，なかなか思い出せない児童が多
かった。そこで，③のように，実際に食卓や出かける時や，整理
整とんに使っている物を見たり触ったりする活動を取り入れた。
④～⑧はその活動の後の記述である。初めて見たものに対する驚
きを書いた④や，生活で使う物があると便利だと気付いた⑤は，
家庭生活への関心をもつことができている。⑦は，教師がそれぞ
れの物がどのように工夫しているのかを見つけようという声かけ
に対して，工夫という視点でものを見つめることができたと考え
る。⑧は，自分の生活を振り返り，自分の家庭にも生活に役立つ
物はあるのではないかと思い，もっと知りたいという意欲が出て
いる。⑨～⑫は，自分の生活にあったらいいと思う物を発言した
ものである。⑨は，自分の家ではティッシュケースにカバーをし
ていないことに気付き，生活の課題としてとらえている。⑩は，
ビニル製の透明なウォールポケットの便利さに注目している。⑪
は，自分が遊びに行く時にナップザックがあったら，生活が楽し
くなるし，背負うことで便利でもあると思っている。このように，
一人一人が自分の生活に合わせて，必要なもの，あったらいいも
のや便利なものを意識することができた。 

?  

 
 
 
?  
 
 
?  
 
 
?  
 
?  
 
 
 
 
 
?  
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 工夫して生活を便利にしたり楽しくしたりするもの  Ｂ児は根気強く作業することが苦手で，自分から進 

 があるということに気付かせた。児童は，自分の家  んで学習に取り組むことが少ない。                           
 

表４「考える」｢やってみる｣段階(巾着グループ) 凡例：「 」つぶやき，『 』記述，下線部 教師の支援に関する考察 

児童の活動の様子・つぶやき・記述 等 段階 時
Ａ児(弁当包み) Ｂ児（野球のミット入れ） 

分析・考察 支援 

 
 
 
 
３
・
４
時
 

①自分の弁当箱を持ってきて
おり，弁当箱の周りの長さをメ
ジャーで測る。 
②弁当箱を紙で包んでおおよ
その大きさをつかむ。 
③物差しを使って，紙に製図を
し，はさみで切る。 
④弁当箱を紙で包み，縫う所で
ある袋のわきとひも通し口を
ホッチキスでとめる。 
⑤『いろいろ試してみて作るこ
とがとても大変だった。』 

①野球のミットを持ってきて
いるが，ミットの周りを測る 
様子はなく，メジャーで遊んで
いる。 
②ミットを紙で包む。 
③下書きをしないで，大まかな
に紙を切る。 
④紙を切った後，「どうしたら
いいか分からん。」と教師に言
ってくる。教師の説明を聞く。 
⑤『とくにない』 

①は作りたい物に関係あるものを持ってきた様子であ
る。Ａ児もＢ児も作りたい物がはっきりしていることが
分かる。Ａ児は②で作る物の大きさを試行錯誤しながら
決定することができているが，Ｂ児はミットをどのよう
に包むのかを迷っていた。③の活動では，Ａ児は正確に
紙を切ることができたが，Ｂ児は大まかな切り方になっ
た。④では，Ａ児は弁当箱に合わせた試し作りを完成さ
せるが，教師は袋にゆるみがないことを指摘する。Ｂ児
には，１枚の紙を二つに折りわきをとじれば，袋状にな
ることを説明する。⑤は振り返りカードの記述である。
Ａ児は，試行錯誤しながら試し作りの学習を進めたこと
が分かる。Ｂ児は自分から進んで学習できなかった。 

?  

 

 

 

?  

 
 
 
 
 
 
 
 

考 
 
 

え 
 
 

る 

 
 
 
 
 
５
・
６
時

①製作の手順を書くために教
科書を開き，調べ始める。 
②教科書のナップザックの作
り方を参考にして，弁当包みの
作り方を決めている。 
③計画表を書き終わり，Ｂ児に
自分の計画表を見せて，書き方
を説明する。 
④製作手順を図に表す時，布の
大きさを試し作りより少し大
きくする。ミシンで返し縫いを
するところや手縫いで丈夫に
縫うところにシールを貼った。 
⑤『寸法や長さやぬいかたを研
究して楽しかった。』 

①製作計画表には完成予想図
から書き始める。 
②席を立ち，教室の掲示を見た
り作業している友達の周りを
うろうろしたりする。計画表は
完成予想図以外は何も書いて
いない。 
③Ａ児の計画表を見て，Ａ児が
書いている通りに写し始める。 
④製作手順を図に表す時は，自
分ひとりで作業する。布の大き
さや工夫するところは明記し
ていない。 
⑤『布で作るということはとて
もむずかしいことを知った。』 

①・②は製作計画表を書き始めた様子である。Ａ児は，
製作の手順を教科書から調べるという方法をとり，自分
から進んで自分の課題を解決していった。Ｂ児は，作る
手順を考えあぐねていた。③は，班の中で，計画表を見
せ合ったり相談し合ったりするように声かけをした後
の様子である。Ｂ児は，Ａ児と作りたい物が似ているこ
とに気付き，Ａ児の助言やアドバイスを受けて，計画表
を書いた。④は製作手順を図に表す時の様子である。自
分が工夫したいところにシールを貼るように設定して
いた。Ａ児はミシンの返し縫いと，口あきの手縫いの 2
箇所にシールを貼り，自分の工夫であるととらえてい
る。Ｂ児は自分なりに完成までの図を描いたが，布の大
きさや自分が工夫するところは明記していない。振り返
りカードの記述④では，Ａ児は工夫していく楽しさを感
じているが，Ｂ児は製作に対する不安を感じている。 
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①計画通りに布にしるしをつ
け布を裁断することができた。 
②ミシンの扱いに自信をもっ
ているので，わきはミシン縫い
をし，口あきは手縫いで何重に
も返し縫いをしている。 
｢これだけ丈夫に縫えば大丈夫
よね，先生。｣と言って手縫い
をしたところを見せに来る。 
③ひも通し口は計画ではミシ
ン縫いをする予定だったが，手
縫いに変えて縫い始める。 
④『最初のうちは，難しいと思
っていたけど，順序が進むにつ
れて楽しくなってきた。作品は
自分としてはいい出来ばえだ
と思います。布を使って自分の
手縫いやミシンの技術が上が
ったと思います。』 
⑤ 

①作りたい物の大きさがはっ
きりしていなかったので，しる
しつけや布の裁断に時間がか
かる。 
②ミシンが苦手なので，同じ班
の友達に援助してもらう。ミシ
ンで実際縫う時はまっすぐ縫
っている。口あきの手縫いは教
師に援助を求めてきた。 
③ミシンでひも通し口を縫い，
ひもを通す。ひも通し口がせま
かったので，ひもを通すのに苦
労する。 
④『ぼくは最初から最後までち 
ゃんとできたのでよかったで
す。みんなもとてもいい作品が
できていました。みんなすごい
なあと思いました。何よりも最
後までできてよかったです。』 
⑤ 

①は布のしるしつけや裁断の様子である。Ｂ児は計画が
あいまいだったので，迷う時間の方が長く，とても手間
どっていた。②は，縫う作業の様子である。Ａ児はミシ
ンや手縫いの技能に自信をもっているので，スムーズに
作業が進んだ。口あきを手縫いした所を教師に見せに来
た。袋のわき縫いがほどけないくらい丈夫に縫っている
ことを教師は賞賛した。Ｂ児は，ミシンを苦手にしてい
るので，同じ班のＡ児や他の児童に助けてもらいながら
作業した。ミシンを縫う時は，一人で慎重に縫っていた。
Ｂ児が手縫いをする時は，教師が個別に指導した。③は
ひも通し口を縫う様子である。Ａ児はキルティングの布
で分厚いため，ミシンでは縫いにくい。手縫いの方が早
くできると判断し，手縫いで縫い始めた。Ｂ児は手縫い
を苦手としているので，ひも通し口をミシンで縫った
が，ひもの幅を考えずに縫ったため，ひもが通りにくい
様子だった。④は，学習終了後に書かせた感想である。
Ａ児は自分の成長を振り返ることができている。自分な
りに考え工夫する能力が育っている。また，物を作り上
げる喜びを感じることができている。Ｂ児は，教師や友
達の支援を受けることが多かったが，最後まであきらめ
ずにがんばったことが自分の成長であると考えている。 
⑤はそれぞれの作品である。Ａ児の作品は，ミシン縫い
と手縫いを使い分け，ていねいに仕上がっている。作品
としての完成度も高い。Ｂ児の作品は，計画より大きさ
が小さくなっている。ミシン縫いはしるし通りに縫って
いるが，手縫いは雑である。 
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 Ａ児は自分なりの課題を見付け，課題の解決を目  ができるようになった。児童が自分の思いや願いを 

指して試行錯誤しながら考え工夫していることが分  もち，試行錯誤しながら製作していく中で，創意工 

かる。Ｂ児は，課題を解決する方法を見いだせなか  夫する能力を育んでいく姿を見取ることができた。 

ったり技能のつまずきがあったりしたが，Ａ児の助  ?  「生かす」段階の分析･考察 



 5

言や教師の支援を得て，作業の意味を一つずつとら   ｢生かす｣段階は，学級全体の活動であったため， 

えながら，自分なりに考えて学習を進めていくこと  表５のとおり学級全体の分析・考察をした。 

   表５ ｢生かす｣段階(学級全体)        凡例：『  』記述，下線部 教師の支援に関する考察            

 ｢生かす｣段階では，製作する楽しさや作り上げた

喜びを互いに味わうことができた。さらに，家庭に

持ち帰り，一週間使ってみた感想を書かせた。下記

は，その時の児童の記述である。 
・遊びに行くとき，よごさないように大切にあつかった。とても
軽くてもちやすかったし，肩にひもがくいこまなかったのがとて
もよかった。               (ナップザック)  
・朝，新聞が来た時ポケットに新聞を入れて使った。ゆうびんや
学校のおたよりも入れた。新聞を毎日探さなくてもよくなった。
とても便利だった。          （ウォールポケット） 
・家庭科で，さいほう道具を持って帰る時に使った。今までさい
ほう道具の袋がなかったので，とても役に立ちました。ちょうど
いいサイズだし，ポケットもちょうどよかったので，私の生活に
役立つ，とてもいい作品だと思いました。  (裁縫道具入れ) 

 児童は，自分の作った物が生活に役立っていると 

いう充実感を味わい，活用することで生活が楽しく

豊かになることに気付いていることが分かる。また 

今度はどんなものを作ってみたいかという問いに対

しては，今回作ったものより高度な技術を要するも

のを作りたいという答えが多かった。これらのこと

から，今回学習したことを家庭生活に生かしたり，

次の学習へつなげたりしようとする意欲が育ったの

ではないかと考える。 

 今回の学習では，体験的な学習を取り入れたよう

に学ぶ必要感をもたせる工夫をしたり，児童の思い

を生かして課題を解決していく方法を多様に設定し

たりしたことが，生活を創意工夫する能力を高める

ことに有効に働いたと考える。また，教師が個に応

じた適切なアドバイスや助言，声かけを行い，児童

が工夫している姿を的確にとらえることも大変重要 

であることも確認できた。 

Ⅳ 研究のまとめ 

 本研究では，小学校家庭科において生活を創意工

夫する能力を育てる指導法を｢生活に役立つ物の製

作｣の指導を通して探った。その結果，次のような成

果を得た。 

○ ｢生活に役立つ物の製作｣において，製作物を自 

 ら考え，目的意識をもって製作できるよう学習活 

 動を工夫することができた。 

○  生活を創意工夫する能力を育てるための具体 

 的な指導計画と教師の支援を示すことができた。 

○  生活を創意工夫する能力を育てることを目指 

 した指導法を実践し，その有効性を示すことがで 

  きた。 

 しかし，一人一人が製作する物が違うため，課題

を解決するための方法が多様にわたり，そのための

準備に時間がかかることや，生活を創意工夫する能

力を自分の家庭生活にどのように生かしたかは評価

しにくいことが課題である。 

 今後は，他の題材においても，生活を創意工夫す

る能力を育てるための指導法や教師の支援方法につ

いて研究を深めていきたい。 
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①作品発表会を行い，同じ班で，作品を交換し合い，評
価カードに気付きを書いて相手に渡した。 
②『すてきだね・グッドアイデアだね・すごいねカード
がもらえてうれしかった。イニシャルを作ったところが
よかったらしい。』 
③『ともだちのいいところをみつけてカードをかきまし
た。ぼくもカードをいっぱいもらえたのですごくうれし
かったです。』 
④『ぼくはこの授業をして，すごくやってよかったし，
楽しかったです。今度は曲がったぬいかたがないように
がんばりたいです。』 
⑤他の班の作品も見て回り，友達の作品のよいところを
見つけた。見終わった後，がんばった友達，技能的に優
れた友達，アイデアがすばらしい友達，生活に役立つ便
利な作品を製作した友達をそれぞれ発表した。 

①は，評価の視点を４枚のカードにして，カードの交換をし
あいながら互いのよいところを認め合えるようにした。４枚
のカードの色を分けたのが効果的であった。②～④は作品発
表会終了後に書いた感想である。②は，自分の作品のよさを
認められたことが，自分の励みになっている。③は，友達の
良さに気付き友達とともに成長したことが分かる。④は，自
分の振り返りができている。次への学習の課題にも気付いて
いる様子が分かる。他の児童も積極的に評価カードの交換を
した。⑤の活動の後の発表では，たくさんの友達の名前が挙
がった。作業をがんばっていた友達や，工夫して作っている
友達を互いに認め合うことができた。授業の最後に，教師が
一時作品を預かりたいと言うと，ほとんどの児童が残念がっ
た。作品に対する愛着やこだわりが生まれている様子がうか
がえた。教師は，実際に作品を家庭に持ち帰ったら，しばら
く使ってみて，その時の感想を書くことを知らせた。 
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